
第９ リモート検査運用要領 

 

１ 趣旨 

  この要領は、消防法（昭和２３年法律第１８６号。以下「法」という。）第１７条３

の２の規定に基づく消防用設備等の検査（以下「消防検査」という。）をインターネッ

トに接続したパソコン又はスマートフォン等の通信機器を使用することで消防職員が現

地に立ち入ることなく実施するために必要な事項を定めるものとする。 

２ 用語の定義 

  この要領において、次に掲げる用語は、次に定めるところによるほか、法によるもの

とする。 

（１）リモート検査 インターネットに接続したパソコン、スマートフォン等の通信機器

を用いて行う消防検査をいう。 

（２）Ｚｏｏｍ Ｚｏｏｍビデオコミュニケーションズが提供するクラウドコンピューテ

ィングを使用したＷｅｂ会議サービスをいう。 

（３）関係者等 防火対象物の関係者又は関係者から委託された消防設備士若しくは電気

工事士等をいう。 

（４）検査員 消防検査を実施する消防職員をいう。 

（５）個人情報等 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）第２条第１

項で定めるものほか、情報漏えいより、重大な影響を及ぼすおそれのある情報をいう。 

３ リモート検査の対象範囲 

  リモート検査の対象範囲は、関係者等からリモート検査の申し出があり、かつ、別表

で定める「リモート検査の対象範囲」に該当する場合に限り実施するものとする。ただ

し、検査員がリモート検査による実施が困難であると判断した場合は、現地での消防検

査を実施するものとする。 

４ リモート検査の方法 

リモート検査は、別で定める「リモート検査実施マニュアル」のとおりとする。 

５ 検査の不備 

（１）リモート検査を実施した結果、当該検査項目に不備があった場合は、是正完了後、

再度リモート検査を実施するか又は写真若しくは動画の提出により是正状況を確認す

るものとする。 

（２）（１）により是正を確認することが困難な場合は、改めて現地検査により是正状況

を確認するものとする。 

６ 情報の取扱い 

  検査員及び関係者等は、リモート検査時において、個人情報等の漏えいに細心の注意

を払うとともに、これを適切に管理するものとする。 

７ その他 

Ｚｏｏｍの基本的な使用方法及び注意事項は、別で定める「Ｚｏｏｍ導入 庁内マニ

ュアル」によるところとする。 

 

 

   附 則 

  この要領は、令和７年４月１日から運用する。 

 



別表  

リモート検査の対象範囲 

消防用設備等の種類 工事内容 

屋内消火栓設備 

屋外消火栓設備 

スプリンクラー設備 

水噴霧消火設備 

泡消火設備 

加圧送水装置及び構成部品の取替え 

→既設と同等のものに限る。 

動力消防ポンプ 取替え前と同等の性能のものに限る 

自動火災報知設備 受信機、中継器の取替え 

→ １５回線を超えるものを除く。 

火災通報装置 本体又はＲＯＭの取替え 

その他 上記に掲げるもののほか、関係者等及び検査員の双方で協議

し、リモート 検査の実施が可能と判断したもの。 

※リモート検査は原則取替え工事のみを対象とする。 



リモート検査実施マニュアル

豊田市消防本部予防課



目次

１．基本編

２．事前準備編

３．検査編



１．（１）基本事項

●リモート検査とは

消防法第１７条３の２の規定に基づく消防用設備等の検査をインター
ネットに接続したモバイル端末等を使用して行う検査をいいます。

注意事項
・リモート検査の対象は、次ページの「リモート検査対象工事」に該当する工事のみとなります。
・リモート検査の対象であっても、立入検査の指摘事項であった場合などの理由でリモート検査をお断りする
場合もありますのでご承知おきください。
・担当の消防職員の判断により、リモート検査対象外でもリモート検査を実施可能とすることがありますので
ご相談ください。

☆職員の移動時間が無くなるため、検査予約が比較的取りやすくなります。
☆感染症等の予防に効果的です。

メリット



１．（２）基本事項

消防用設備等の種類 工事内容
屋内消火栓設備
屋外消火栓設備
スプリンクラー設備
水噴霧消火設備
泡消火設備

加圧送水装置及び構成部品の取替え
→既設と同等のものに限る。

動力消防ポンプ 取替え前と同等の性能のものに限る

自動火災報知設備 受信機、中継器の取替え
→ １５回線を超えるものを除く。

火災通報装置 本体又はＲＯＭの取替え

その他 上記に掲げるもののほか、関係者等及び検査員の双方で協
議し、リモート 検査の実施が可能と判断したもの。

●検査対象

※ 原則取替工事のみを対象とします。



２．（１）事前準備編

① Ｚｏｏｍアプリ（※）を使用してリモート検査を行います。

② Ｚｏｏｍアプリ（正式名「Zoom Workplace」）をインストールして

ください。

※Zoom Video Communications, Inc.が提供するクラウドコンピューティ
ングを使用したＷｅｂ会議サービスをいいます。「Ｚｏｏｍ」、Ｚｏｏｍ
ロゴは、Zoom Video Communications, Inc.の商標または登録商標です。

注意事項
・Ｚｏｏｍアプリの利用に関する通信料は利用者様でご負担いただきます。
・アカウントに使用するメールアドレスは個人使用のアドレスではなく、会社のアドレスを使用してください。



③ Ｚｏｏｍミーティングの使用方法は、以下のＺｏｏｍのＨＰからご確

認ください。

https://support.zoom.com/hc/ja/getting-started?id=getting_started

２．（２）事前準備編



３．（１）検査編

① 設置届提出（チェックリスト添付）時等にリモート検査を希望する旨

及び連絡先（メールアドレス及び電話番号）を担当職員に伝えてくださ

い。

② Ｚｏｏｍ無料版を使用する関係上、リモート検査の上限は４０分まで

となります。リモート検査の時間が４０分を超える可能性がある場合は、

あらかじめ担当職員に伝えてください。

注意事項
・Ｚｏｏｍアプリが最新版となっていることを確認してください。
・防火対象物関係者にリモート検査を実施する了承を得てください。
・防火対象物周辺の通信状況が良好であることを確認してください。
・情報セキュリティの関係上、フリーＷｉ-Ｆｉは使用しないでください。
・リモート検査中は、個人情報等の情報漏洩防止に努めてください。
・検査開始時刻までにＺｏｏｍミーティングに入室してください。入室していない場合は、検査員から連絡い
たします。



③ リモート検査当日までにＺｏｏｍミーティングの招待メールを送信い

たします。検査開始時刻になったら、事前に検査員からの招待メールに

記載されているＵＲＬにアクセスしてください。

３．（２）検査編



④ 不備事項があった場合は、是正完了後に再度リモート検査を実施する

か又は写真提出により是正状況を確認します。検査員の指示に従ってく

ださい。

⑤ 検査済証及び各種届出の副本を消防本部予防課の窓口まで引き取りに

きてください。

３．（３）検査編



リモート消防検査チェックリスト 

※注意事項を確認し、チェック欄に〇を記載 

届   出   者  

担当者（防災業者等）  

番号 注意事項 チェック欄 

１ 

Ｚｏｏｍアプリが最新版となっていることを確認してく

ださい。 

 

２ 

防火対象物関係者にリモート検査を実施する了承を得て

ください。 

 

３ 

防火対象物周辺の通信状況が良好であることを確認して

ください。 

 

４ 

情報セキュリティの関係上、フリーＷｉ-Ｆｉは使用しな

いでください。 

 

５ 

リモート検査中は、個人情報等の情報漏洩防止に努めて

ください。 

 

６ 

検査開始時刻までにＺｏｏｍミーティングに入室してくださ

い。入室していない場合は、検査員から連絡いたします。 
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